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はじめに 

 

この度は、流量計算「Flow2」(台形、円形、任意形)ツールをご使用頂き、ありがとうございます。本

ツールは、マニング公式を用いて、台形断面、円形断面、任意形断面の等流計算をおこなうツールです。 

Excel がインストールされている環境にてご使用ください。 
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１.本ツールのご紹介 

１-１.必要システム 

 
 

 

１-２.本ツールの機能と特長 

本ツールは、マニング公式を用いて、台形断面、円形断面、任意形断面の等流計算をおこなう

ツールです。本ツールの特長は以下の通りです。 

 

本ツールの特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお本ツールには、フル機能版とフリー版があります。両者の違いは、下表に示す計算機能の

差のみです。 

 

 
 

  

必要システム
オペレーティングシステム
(OS)

Windows7/8/8.1/10以上

プロセッサ Intel Pentium 4 2GHz以上

ディスプレイ
17inch以上画面解像度1,024×768ドット以上
(モニター解像度=96dpiとし、画面拡大していな
いこと)

メモリ 500MB以上

マウス
本体に対応し、日本語MicrosoftWindowsで使
用可能なもの

プリンター
本体に対応し、日本語MicrosoftWindowsで使
用可能なもの

必要環境 MS Excel 2010以上

機能一覧表

フル機能版 フリー版

台形断面 〇 〇

円形断面 〇 〇

任意形断面 〇 　　　 ×　注1)

台形断面 〇 〇

円形断面 〇 〇

任意形断面 - -

水深の逆計算 全断面 〇 ×

　　注1)水深の値が変更できない点以外は、全機能が試用可能です。

主な機能 断面形
対応状況(〇・・対応、×・・非対応)

流量計算

限界水深等の計算

1、断面形状を図化することで、入力条件の確認が容易。 

2、勾配の範囲計算が可能(勾配の範囲とピッチを定めて、ピッチごとの複数

の流量を一括算定)。 

3、合成粗度係数に対応。 

4、対象流量から水深の逆算が可能。 

5、複数(最大 20 計算)の計算書を、1 つのファイル内で管理可能。 
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２.起動方法 

本ツールの起動は、Excel がインストールされている環境にて、同梱ファイルの flow2_****.xlsm を

開いていただくだけです。 

本ツールはマクロにより動作するため、マクロを有効にした状態で起動して下さい。マクロが有効の

状態で起動すると、下図のようにメインメニューが自動的に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしメインメニューが表示されない場合は、下図の「メニュー表示」ボタンを押すと、メニューが表

示されます(この場合もマクロが有効であることが必要です)。 
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３.フリー版→フル機能版への更新方法(パスワードの入力) 

1-2.にてご説明した通り、フリー版にはいくつかの機能制限があります。機能制限を解除してフル

機能版に更新するには、下記のバージョン画面にて、パスワードをご登録いただく必要があります。 

なおフル機能版は非常に安価ではありますが有償のため、ベクターにてご購入下さい。購入サイト

は下記画面から開くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           バージョン情報画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           パスワード入力画面 

  

このボタンを押してパスワー

ド入力して下さい。
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４.画面構成 

流量計算２(台形、円形、任意形)を起動して最初に表示される下記画面(メインメニュー)にて、各計

算の条件設定をおこないます。 

メインメニューの画面構成は下図の通りです。多くの流量計算ツールでは、1 つのツールで１種類し

か計算できない場合は多いですが、本ツールは、1つのファイルで 20種類の異なる計算が可能です。 

従って、１つの業務でおこなう様々な流量計算を、1つのファイルで管理することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                メインメニューの画面 

 

  

計算リスト欄。

最大20種類の異なる計算を

管理可能。(ダブルクリックで

その計算書を呼び出します。)

各計算書への移動やコピー、

削除等をおこなうコマンド。

計算書名、区分の入力欄

(適用ボタンで登録)

縦断勾配の設定欄。

勾配は、範囲設定も可能。

計画流量の設定欄(任意)

計算で求めた流量と比較し、

OK、Outの評価も可能。

計算結果の一覧表示。

流量計算と限界勾配等の計

算結果。

断面種別を「台形」、「円形」、

「任意形」から選択。

(※任意形はフリー版の場

合、体験試用のみ。)

断面形状や粗度係数の設

定欄。

印刷ボタン。

台形、円形、任意形の各計

算書のシートを表示します。

計算書では各種編集が可

能です。

入力条件に基いて、水路断

面をシートに描画します。

流量計算を開始します。

なお「計算書移動」でも計算

は実行されます。

流量表をクリップボードにコ

ピーします。
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５.操作方法 

 

５-１.計算リスト欄 

メインメニューの左上にある計算リスト欄についてご紹介します。 

このリスト欄は、複数の計算書を一括表示/管理するためのリスト表示欄です。欄内の計算書をダブ

ルリックすることで、その計算書を開くことができます。 

また他の計算書をコピーして、一部のデータを変えて別の計算書を作成することなども可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-２.計算書名欄 

計算書の名称や細別等を設定する入力欄です。但し、入力しただけでは計算リスト欄には表示さ

れませんので、その場合は「適用」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算リスト欄。

最大20種類の異なる計算を

管理可能。(ダブルクリックで

その計算書を呼び出します。)

新規作成ボタン。

新しい計算書を作成する場

合に使用します。

現在の計算書の次の計算

書に移動します。

現在の計算書に、計算リス

ト欄で選択している計算書

のデータをコピーします。

(他のデータを利用したい場

合に大変便利)

計算リスト表示欄で選択し

ている計算書を削除します。
現在の計算書の1つ前の計

算書に移動します。

計算書のタイトル欄

区分(細別)欄

適用欄を押すと、現

在の計算書のタイト

ル等が、計算リスト

表示欄に反映(表示)

されます。
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５-３.縦断勾配設定欄 

水路の縦断勾配を設定する欄です。勾配は「分数」と「パーセント」から選択します。また勾

配の値は、単一勾配と範囲設定から選択できます。 

範囲設定にすると、下図のように設定勾配の範囲内で、複数の勾配に対する流量を一括して求

めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-４.計画流量入力欄 

計算した流量を、目標とする流量と比較して評価(OK、Out)することができます(計算書にも判

定が反映されます)。 

また流量を設定し、水深欄を空欄のままで計算することで、流量を満足する水深を逆算するこ

とも可能です。 

 

 

 
 

 

 

  

チェックオンで、計算で求

めた流下能力が、設定流

量を満足するかどうかを

判定します。

設定流量の名

称は、自由に設

定できます。

流量を設定し、水深欄を空欄

のままで計算すると、流量を満

足する水深を逆算することも可

能です。

勾配が「範囲設定」の場合

勾配が「範囲設

定」の場合は、こ

のように勾配の

範囲と計算ピッ

チを設定。

勾配種別は、分

数表記と%表記

から選択

勾配が「単一」の場合

勾配設定は、単

一と範囲設定か

ら選択可能。

9



 

５-５.断面形状設定画面 

５-５-１.台形断面 

１）概要 

下図は、台形断面の場合の入力画面です。この画面で、形状と粗度係数を設定します。 

水深は、そのまま水深の値を入力する方法と、水深比(=水深/側壁高)で表記する方法の 2 種類

があります。水深比の場合は、頭に－(マイナス)を付けて入力して下さい。 

また粗度係数は、単一の係数の場合と、潤辺毎に粗度係数が異なる合成粗度係数の両方に対応

しています。合成粗度係数の場合は「合成 n切替」ボタンを押して下さい。すると、入力欄に「N」

が設定され、底辺と左右側壁それぞれに個別の粗度係数を設定することができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）製品一覧データについて 

画面内の「製品一覧表示」ボタンを押すと、下図のリストが表示され、リスト内に該当製品が

あれば、ダブルクリックで上記設定欄に各種値を簡単に設定することができます。 

またこの一覧表は、ユーザー側で自由に追加/編集が可能です。 

 

 

 

 

  

水深欄がマイナス数値

の場合は、水深比とな

ります。

(例：－0.8 ⇒8割水深)

また、水深欄空白のま

ま計算すると、流量から

水深を逆算します。

台形断面の場合

粗度係数は、「合成n切

替」ボタンを押すたびに、

単一粗度と合成粗度の

切り替えが可能。

主要な二次製品

水路を一覧表か

ら選択可能。

合成粗度の場合

は、ここに底部、

側壁部それぞれ

の粗度係数を設

定して下さい。

形状データ等を

消去。

形状確認で描画

した図を消去し

ます。

代表的な粗度係数の一

覧表から選択可能。
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「データ編集」ボタンを押すと、下記画面(ワークシート)が表示されます。このシートで自由に値

を変更したり、新しいデータを追加することができます。 

但し、行削除や行追加、列削除や列追加はしないようにして下さい。値編集や削除、移動やコピー

などは可能です。最大 60個の製品が登録可能です。 

なお編集した場合は、ファイルを上書き保存することで次回も使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 製品データ一覧表 

３）粗度係数一覧について 

「粗度係数一覧」ボタンを押すと、下図のようなマニングの粗度係数の参考値が表示されます。

この粗度係数は、「道路土工要綱(H21.06)」(日本道路協会) P137 解表 2-4 に記載されている

粗度係数です。 

表内の適用したい粗度係数があれば、それをダブルクリックすると、その「n の標準値」が入

力欄に設定されます。なおこのデータについては編集はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
粗度係数の参考値表 
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５-５-２.円形断面 

 

１）概要 

下図は、円形断面の場合の入力画面です。この画面で、形状と粗度係数等を設定します。 

水深は、そのまま水深の値を入力する方法と、水深比(=水深/側壁高)で表記する方法の 2 種類

があります。水深比の場合は、頭に－(マイナス)を付けて記入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）製品一覧データについて 

画面内の「製品一覧表示」ボタンを押すと、下図のリストが表示され、リスト内に該当製品が

あれば、ダブルクリックで上記設定欄に各種値を簡単に設定することができます。 

またこの一覧表は、ユーザー側で自由に編集可能です。 

 

 

 

 

  

円形断面の場合

主要な二次製品

水路を一覧表か

ら選択可能。

代表的な粗度係

数(出典：道路土

工要綱)の一覧

表から選択可能。

流量の最大値と

なる93.8%水深を

設定。

形状データ等を

消去。

形状確認で描画

した図を消去しま

す。

水深欄がマイナス数値

の場合は、水深比とな

ります。

(例：－0.8 ⇒8割水深)

また、水深欄空白のま

ま計算すると、流量か

ら水深を逆算します。

12



 

「データ編集」ボタンを押すと、下記画面(ワークシート)が表示されます。このシートで自由に値

を変更したり、新しいデータを追加することができます。 

但し、行削除や行追加、列削除や列追加はしないようにして下さい。値編集や削除、移動やコピー

などは可能です。最大 60個の製品が登録可能です。 

なお編集した場合は、ファイルを上書き保存することで次回も使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 製品データ一覧表 

 

 

３）粗度係数一覧について 

「粗度係数一覧」ボタンを押すと、先の 2.6.1.3)で示したマニングの粗度係数の参考値(「道

路土工要綱(H21.06)」(日本道路協会) P137 解表 2-4)が表示されます。 

表内の適用したい粗度係数行を選択してダブルクリックすると、「n の標準値」が入力欄に設

定されます。 
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５-５-３.任意形状断面 

１）概要 

下図は、任意形断面の場合の入力画面です。この画面で、形状と粗度係数等を設定します。 

水深は、そのまま水深の値を入力する方法と、水深比(=水深/側壁高)で表記する方法の 2 種類

があります。水深比の場合は、頭に－(マイナス)を付けて記入して下さい。 

また粗度係数は、単一の係数の場合と、各潤辺で粗度係数が異なる合成粗度係数の両方に対応

しています。合成粗度係数の場合は「合成 n切替」ボタンを押して下さい。すると、入力欄に「N」

が設定され、各潤辺ごとに個別の粗度係数を設定することができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）粗度係数一覧について 

「参考 n」ボタンを押すと、先の 2.6.1.3)で示したマニングの粗度係数の参考値(「道路土工要

綱(H21.06)」(日本道路協会) P137 解表 2-4)が表示されます。 

表内の適用したい粗度係数行を選択してダブルクリックすると、「n の標準値」が入力欄に設

定されます。 

 

 

 

３）形状入力について 

形状は、XY の絶対座標(m)で入力して下さい。最大 25 点まで入力できます。もし変化点が 25

点より多い場合は、微小変化点を省くなどして、座標数を調整して頂ければと思います。 

 

  

任意形断面の場合

水深欄がマイナス数値

の場合は、水深比となり

ます。

(例：－0.8 ⇒8割水深)

また、水深欄空白のまま

計算すると、流量から水

深を逆算します。

粗度係数は、「合成

n切替」ボタンを押

すたびに、単一粗

度と合成粗度の切

り替えが可能。

代表的な粗度係数

(出典：道路土工要

綱)の一覧表から選

択可能。

形状データ等を消

去。

形状座標値(Excelファイ

ル)の読込み。

形状座標値(Excel)をコ

ピーしたものを直接貼り

付ける。 形状確認で描画し

た図を消去します。
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４）座標貼付け機能について 

本ツールでは、別途 Excel シートで作成した座標リストをコピーして貼り付ける機能がありま

す。データの仕様は下図のとおりです。 

座標値(および粗度係数)のみをコピーしていただき、「データ貼付け」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）座標読込み機能について 

座標設定のもう一つの方法は、XY 座標値等を Excel ファイルで作成→保存し、それをツール側

で読込む方法です。座標リストは、下図の仕様で作成する必要があります。粗度係数のない、XY

座標のみでも構いません。 
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５-６.計算開始と結果表示(概要)について 

計算条件の設定がすべて完了し、メインメニューの「計算開始」ボタンを押すと、計算が開始

されます。 

計算が完了すると、計算条件に応じて、下記の 2種類の計算結果一覧表(概要)が表示されます。 

 

 

① 勾配が単一の場合 

 
 

 

② 勾配が範囲設定の場合 
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５-７.計算書の表示 

流量計算書は、メインメニューの「計算書に移動」ボタンを押すことで、その計算シートに移

動することができます。 

計算シートは、例えば下図(台形断面の場合)のような様式となります。 

このシートでは、書式の変更等や最小限の編集のみ可能です。 

算式は特に保護していませんので、取り扱いにはご注意ください。必要があれば編集していた

だいて構いません(但し、その場合は自己責任でお願いいたします)。 
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６.印刷 

計算書を印刷する場合は、メニューの「印刷」ボタンを押します、すると下記画面が表示されます

ので、印刷したい計算書をクリックにて選択し、最後に「印刷開始」ボタンを押して下さい。 

また必要に応じて、色設定やフォントの設定をおこなって下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プリンター機種を変更

します。

全計算書を選択しま

す。

印刷したい計算書を選

択して下さい(左クリック)。

カラー/白黒選択

文字フォントの設定

印刷の開始
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７.流量表のコピー機能について 

計算結果をまとめた「流量表」を、クリップボードにコピーして、Excelや CADに貼り付けすることが

できます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  流量表コピー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
               CADに貼り付けた流量表の例 
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８.データ保存/読込み機能 

本ツールで作成したデータのみを保存したり、保存したデータを読込むことができます。 

データは、専用データ(*.flo)形式にて保存しますので容量が小さくて済み、メール送受信などの際に

大変便利な機能です。 
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９.計算方法の解説 

９-１.台形断面の等流計算 

台形断面の流量は、マニング式を用いて下記の方法で求めることができます。 

 

Q = A ・V 

 

V = 
1

𝑛
・𝑅2/3・𝐼1/2 

 

ここに、Q：流量(m3/s) 

V：流速(m/s) 

n：粗度係数 

R：径深(m) (=A/P) 

P：潤辺(m) 

I：勾配(分数もしくは少数) 

 

 

なお水深を hとすると、Aと Pは以下であらわされます。 

A = B・h+1/2・h２・(n+ m)  

P = B + h・{(1+n2)1/2+(1+m2)1/2} 

 

 

 

９-２.円形断面の等流計算 

円形断面の流量は、マニング式を用いて下記の方法で求めることができます。 

 

Q = A ・V 

 

V = 
1

𝑛
・𝑅2/3・𝐼1/2  

 

ここに、Q：流量(m3/s) 

V：流速(m/s) 

n：粗度係数 

R：径深(m) (=A/P) 

P：潤辺(m) 

I：勾配(分数もしくは少数) 

 

なお管径を D、水深を hとすると、Aと Pは以下であらわされます。 

A = D２/4・(θ-sinθ・cosθ)＝  

P = D・θ 

θ= cos-1(1-2h/D) 

 

 
  

1:
ｍ

B

h
Δ
h

H

1
:ｎ

h
Δ
h

D

θ
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９-３.任意形断面の等流計算 

任意形断面の流量は、マニング式を用いて下記の方法で求めることができます。 

本ツールでは、下図のように水面が複数に分かれている場合でも、全体流量を算定することが

できます。 

 

Q = A ・V 

 

V = ・𝑅 / ・𝐼 /   

 

 

ここに、Q：流量(m3/s) 

V：流速(m/s) 

n：粗度係数 

R：径深(m) (=A/P) 

P：潤辺(m) 

I：勾配(分数もしくは少数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                形状説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        計算表(本表にて、通水断面 A、潤辺 P、合成粗度等を求めます) 

水路形状(絶対座標)
No. X座標(m) Y座標(m)

1 2.22 5.16
2 3.45 3.56
3 4.44 3.07
4 5.87 3.07
5 7.52 3.83
6 8.91 3.85
7 9.81 2.72
8 11.65 2.46
9 12.35 3.04

10 13.45 3.18
11 15.21 5.35

流量計算表

平均水深 水面幅 通水面積 潤   辺 粗度係数

 hi(m) Bi(m) Ai(㎡） Pi(ｍ）  (ni)

1-2 0.050000 0.076875 0.003844 0.126134 0.035000 0.000826

2-3 0.345000 0.990000 0.341550 1.104627 0.035000 0.007233

3-4 0.590000 1.430000 0.843700 1.430000 0.035000 0.009363

4-5 0.295000 1.280921 0.377872 1.410269 0.035000 0.009234

5-6    ---    ---    ---    ---  ---  ---

6-7 0.470000 0.748673 0.351876 1.201712 0.035000 0.007869

7-8 1.070000 1.840000 1.968800 1.858279 0.035000 0.012168

8-9 0.910000 0.700000 0.637000 0.909065 0.035000 0.005952

9-10 0.550000 1.100000 0.605000 1.108873 0.035000 0.007261

10-11 0.240000 0.389309 0.093434 0.618030 0.035000 0.004047

11-12    ---    ---    ---    ---  ---  ---

12-13    ---    ---    ---    ---  ---  ---

13-14    ---    ---    ---    ---  ---  ---

･････ ･････ ･････ ･････ ･････ ･････ ･････

22-23    ---    ---    ---    ---  ---  ---

23-24    ---    ---    ---    ---  ---  ---

24-25    ---    ---    ---    ---  ---  ---

 (㎡)  (ｍ) 合成粗度(n)

合 計    ----    ---- 5.223076 9.766989 0.035000 0.063953

区 分 (Pi・ni1.5)

A部

B部
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１０.計算例 

本ツールを用いて計算した出力例を添付します。 

 

① 台形断面水路の計算例 

② 円形断面水路の計算例 

③ 任意形断面水路の計算例 

④ 台形水路(勾配範囲設定)の計算例 
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■流量計算書

１．計算条件 断面形状

名　　称 台形水路サンプル

区　　分 B1.3×H1.2

項 目

側壁高 H= 1.200 (ｍ)

底 幅 B= 1.300 (ｍ)

左勾配 n1= 0.300 (－)

右勾配 n2= 0.500 (－)

粗度係数 n= 0.0150 (－)

勾 配 I= 0.5000 (%)

水 深 h= 0.960 (ｍ) (80.0%水深)

２．計算結果

2-1.断面積 ( A )

A = 1.300×0.960+1/2×0.960^2×(0.300+0.500)
 ＝ 1.6166 (㎡)( )

2-2.潤　辺 ( P ) 
左P1=  h・( 1 + n1

２
 )

1/2
 ＝ 0.960×(1+0.300^2)^(1/2)

 ＝ 1.0023 (ｍ)
右P2=  h・( 1 + n2

２
 )

1/2
 ＝ 0.960×(1+0.500^2)^(1/2)

 ＝ 1.0733 (ｍ)
P =  B ＋P1＋P2  ＝ 1.300+1.0023+1.0733

 ＝ 3.3756 (ｍ)

2-3.径  深 ( R ) 
R =  A / P  ＝ 1.6166/3.3756

 ＝ 0.4789 (ｍ)

2-4.粗度係数(n)

2-5.流  速 ( V ) 
　　　マニング式より

V =  1/n×R
2/3

×I
1/2

 ＝ 1/0.0150×0.4789^(2/3)×0.00500^(1/2)
2.8855 (ｍ/s)( / )

2-6.流  量 ( Q )
Q = A・V  ＝ 1.6166×2.8855

4.6647 (ｍ3/s)

　　　　≧ 計画流量  3.50(m3/s)  OK!

３．流量表

  　寸法等

 B・h+1/2・h
２
・(n1+ n2) ＝

n ＝ 設計条件より  ＝ 0.0150 (－)

断面積 A= 1.6166 (ｍ2)
潤辺 P= 3.3756 (ｍ)

径深 R= 0.4789 (ｍ)
勾配 I= 0.5000 (％)
粗度係数 n= 0.0150 (-)

流速 V= 2.8855 (ｍ/s)
流量 Q= 4.6647 (ｍ3/s)
限界水深 hc= 0.9842 (％)
限界勾配 Ic= 0.4608 (％)
限界流速 Vc= 2.7984 (ｍ/s)

フルード数 Fr= 1.0422 (-)
流れの状態 射　流 (-)

B2=2.260

B1=1.300

▽

1:0.300
1:0.500

Δ
h=
0.
2
40

H
=
1.
20

0

h
=0
.9
60

① 台形断面水路の計算例
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■流量計算書

１．計算条件 断面形状

名　　称 円形水路サンプル

区　　分 高密度ポリエチレン管φ800 (内面平滑管)

項　　目

管 径 D= 0.800 (ｍ)

粗度係数 n= 0.0100 (－)

勾 配 I= 1/200.00

水 深 h= 0.650 (ｍ)

θ= ∠AOB
= cos

-1
(1-2h/D)

= cos-1(1-2×0.650/0.800)
２．計算結果 = 2.2459 (rad)

= 128.68 (゜)

2-1.断面積 ( A )

A = 0.800^2/4×(2.2459-sin(2.2459)×cos(2.2459))
0.4374 (㎡)

2-2.潤　辺 ( P ) 
P = Ｄ・θ  ＝ 0.800×2.2459

 ＝ 1.7967 (ｍ)

2-3.径  深 ( R ) 
R =  A / P  ＝ 0.4374/1.7967

 ＝ 0.2434 (ｍ)

2-4.粗度係数(n)
n=  ＝ 0.0100 (－)

2-5.流  速 ( V ) 
　　　マニング式より

V = 1/0.0100×0.2434^(2/3)×0.00500^(1/2)
 ＝ 2.7565 (ｍ/s)

2-6.流  量 ( Q )
Q = A・V  ＝ 0.4374×2.7565

 ＝ 1.2057 (ｍ3
/s)

＜ 計画流量  2.50(m3/s) 　Out!

３．流量表

  (寸　法)

 1/n×R
2/3

×I
1/2  　   

＝

D
２
/4(θ-sinθ・cosθ)＝

断面積 A= 0.4374 (ｍ2)
潤辺 P= 1.7967 (ｍ)

径深 R= 0.2434 (ｍ)
勾配 I= 1/200.00 (1/n)
粗度係数 n= 0.0100 (-)

流速 V= 2.7565 (ｍ/s)
流量 Q= 1.2057 (ｍ3/s)
限界水深 hc= 0.6646 (1/n)
限界勾配 Ic= 1/208.12 (1/n)
限界流速 Vc= 2.7012 (ｍ/s)

フルード数 Fr= 1.0518 (-)

流れの状態 射　流 (-)

D
=
0
.8
0
0

h
=
0
.6
5
0

▽

O

A

B

② 円形断面水路の計算例
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■流量計算書

１．計算条件

名　　称 任意形水路サンプル
区　　分 河川仮締切工
合成粗度 n= 0.0298 (－)
勾　配 　I= 1/350.00 (－)
水　深 　h= 1.200 (ｍ)
断面形状 任意形状(座標リスト)

座標リスト

No. X座標(m) Y座標(m) 粗度係数
1 2.22 5.16 *****
2 3.45 3.56 0.0270
3 4.44 3.07 0.0300
4 5.87 3.07 0.0300
5 7.52 3.83 0.0300
6 8.91 3.85 0.0300
7 9.81 2.72 0.0300
8 11.65 2.46 0.0300
9 12.35 3.04 0.0300
10 13.45 3.18 0.0300
11 15.21 5.35 0.0270
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

断面形状

1

2

3 4

5 6

7
8

9 10

11

▽
(水深=1.200m)

③ 任意形断面水路の計算例
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２．計算結果

流量計算表

水面幅 通水面積 潤   辺 粗度係数
Bi(m) Ai(㎡） Pi(ｍ）  (ni)

1-2 0.076875 0.003844 0.126134 0.027000 0.000560
2-3 0.990000 0.341550 1.104627 0.030000 0.005740
3-4 1.430000 0.843700 1.430000 0.030000 0.007430
4-5 1.280921 0.377872 1.410269 0.030000 0.007328
5-6    ---    ---    ---  ---  ---
6-7 0.748673 0.351876 1.201712 0.030000 0.006244
7-8 1.840000 1.968800 1.858279 0.030000 0.009656
8-9 0.700000 0.637000 0.909065 0.030000 0.004724
9-10 1.100000 0.605000 1.108873 0.030000 0.005762
10-11 0.389309 0.093434 0.618030 0.027000 0.002742
11-12    ---    ---    ---  ---  ---
12-13    ---    ---    ---  ---  ---
13-14    ---    ---    ---  ---  ---
14-15    ---    ---    ---  ---  ---
15-16    ---    ---    ---  ---  ---
16-17    ---    ---    ---  ---  ---
17-18    ---    ---    ---  ---  ---
18-19    ---    ---    ---  ---  ---
19-20    ---    ---    ---  ---  ---
20-21    ---    ---    ---  ---  ---
21-22    ---    ---    ---  ---  ---
22-23    ---    ---    ---  ---  ---
23-24    ---    ---    ---  ---  ---
24-25    ---    ---    ---  ---  ---

 (㎡)  (ｍ) 合成粗度(n)

合 計    ---- 5.223076 9.766989 0.029777 0.050185

　　　　ここに、合成粗度 : n~ ={∑(Pi×ni
1.5

)/∑(Pi)}
2/3

2-1.断面積 ( A )
A = 上表より　　＝ 5.2231 (㎡)

2-2.潤　辺 ( P ) 
P = 上表より　　＝ 9.7670 (ｍ)

2-3.径  深 ( R ) 
R =   　5.2231 / 9.7670

＝ 0.5348 (ｍ)
2-4.粗度係数( n )

n = 上表より　　＝ 0.0298 (－)

2-5.流  速 ( V ) 
 マニング式より

1/0.0298×0.5348^(2/3)
　　　　×(0.0029)^(1/2)

= 1.1827 (m/s)

2-6.流  量 ( Q )
5.2231 × 1.1827

 = 6.1774 (m3/s) ≧ 仮締切流量  5.50(m3/s)  OK!

 Q = ∑(Ai) × V  =

   ---
   ---
   ---
   ---

   ---
   ---

   ----

∑(Ai)/∑(Pi)＝

V = 1/n~×R
2/3

×I
1/2 

=

   ---
   ---
   ---
   ---
   ---

0.550000
0.240000
   ---
   ---
   ---

区 分 (Pi・ni1.5)
平均水深
 hi(m)
0.050000
0.345000
0.590000
0.295000
   ---
0.470000
1.070000
0.910000
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３．流量表

断面積 A= 5.2231 (ｍ
2
)

潤辺 P= 9.7670 (ｍ)

径深 R= 0.5348 (ｍ)
勾配 I= 1/350.00 (1/n)
粗度係数 n= 0.0298 (-)：合成

流速 V= 1.1827 (ｍ/s)
流量 Q= 6.1774 (ｍ

3
/s)
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■流量計算書

１．計算条件 断面形状

名　　称 台形水路サンプル(勾配範囲計算)

区　　分 B1..3×H1.2

項 目

側壁高 H= 1.200 (ｍ)

底 幅 B= 1.300 (ｍ)

左勾配 n1= 0.300 (－)

右勾配 n2= 0.500 (－)

粗度係数 n= 0.0150 (－)

勾 配 I= 1.0000 ～ 10.0000 (%)

水 深 h= 0.960 (ｍ) (80.0%水深)

２．計算結果

2-1.断面積 ( A )

A = 1.300×0.960+1/2×0.960^2×(0.300+0.500)
 ＝ 1.6166 (㎡)( )

2-2.潤　辺 ( P ) 
左P1=  h・( 1 + n1

２
 )

1/2
 ＝ 0.960×(1+0.300^2)^(1/2)

 ＝ 1.0023 (ｍ)
右P2=  h・( 1 + n2

２
 )

1/2
 ＝ 0.960×(1+0.500^2)^(1/2)

 ＝ 1.0733 (ｍ)
P =  B ＋P1＋P2  ＝ 1.300+1.0023+1.0733

 ＝ 3.3756 (ｍ)

2-3.径  深 ( R ) 
R =  A / P  ＝ 1.6166/3.3756

 ＝ 0.4789 (ｍ)

2-4.粗度係数(n)

2-5.流  速 ( V ) 
　　　マニング式より (下式は、i=1.0000%の場合。その他は別紙一覧表参照)

V =  1/n×R
2/3

×I
1/2

 ＝ 1/0.0150×0.4789^(2/3)×0.01000^(1/2)
4.0807 (ｍ/s)( / )

2-6.流  量 ( Q ) (下式は、i=1.0000%の場合。その他は別紙一覧表参照)

Q = A・V  ＝ 1.6166×4.0807
6.5969 (ｍ3/s)

  　寸法等

 B・h+1/2・h
２
・(n1+ n2) ＝

n ＝ 設計条件より  ＝ 0.0150 (－)

B2=2.260

B1=1.300

▽

1:0.300
1:0.500

Δ
h=
0.
2
40

H
=
1.
20

0

h
=0
.9
60

④ 台形水路(勾配範囲設定)の計算例
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計算結果一覧(勾配変化計算） 対象流量 = 15.50 (m3/s)
勾配(％) 流速(m/s) 流量(m3/s） 対象流量との比較
1.0000 4.0807 6.5969 Out!
1.2000 4.4702 7.2266 Out!
1.4000 4.8284 7.8056 Out!
1.6000 5.1618 8.3445 Out!
1.8000 5.4749 8.8507 Out!
2.0000 5.7710 9.3295 Out!
2.2000 6.0527 9.7848 Out!
2.4000 6.3219 10.2199 Out!
2.6000 6.5800 10.6372 Out!
2.8000 6.8284 11.0388 Out!
3.0000 7.0680 11.4262 Out!
3.2000 7.2998 11.8009 Out!
3.4000 7.5245 12.1641 Out!
3.6000 7.7427 12.5168 Out!
3.8000 7.9548 12.8598 Out!
4.0000 8.1615 13.1938 Out!
4.2000 8.3630 13.5197 Out!
4.4000 8.5598 13.8378 Out!
4.6000 8.7522 14.1488 Out!
4.8000 8.9404 14.4531 Out!
5.0000 9.1248 14.7512 Out!
5.2000 9.3055 15.0433 Out!
5.4000 9.4828 15.3299 Out!
5.6000 9.6568 15.6112 OK!
5.8000 9.8277 15.8875 OK!
6.0000 9.9957 16.1591 OK!
6.2000 10.1610 16.4262 OK!
6.4000 10.3235 16.6890 OK!
6.6000 10.4836 16.9478 OK!
6.8000 10.6413 17.2027 OK!
7.0000 10.7966 17.4538 OK!
7.2000 10.9498 17.7014 OK!
7.4000 11.1008 17.9456 OK!
7.6000 11.2498 18.1865 OK!
7.8000 11.3969 18.4242 OK!
8.0000 11.5421 18.6589 OK!
8.2000 11.6855 18.8907 OK!
8.4000 11.8271 19.1197 OK!
8.6000 11.9671 19.3460 OK!
8.8000 12.1054 19.5696 OK!
9.0000 12.2422 19.7908 OK!
9.2000 12.3775 20.0094 OK!
9.4000 12.5113 20.2258 OK!
9.6000 12.6437 20.4398 OK!
9.8000 12.7747 20.6516 OK!
10.0000 12.9044 20.8613 OK!
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１１.サポート 

サポートは、基本的にメールにておこなっております。また、最新版はホームページにて随時

掲載いたしますので定期的にご確認ください。 

なお、本プログラムのご使用によるいかなる損害にも応じられませんことを予めご了承くださ

い。 

 

 

連絡先 シビルワークス(civilworks) 

メールアドレス Civilworks_hp@yahoo.co.jp 

ホームページ http://www.civilworks.jp/ 
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	また粗度係数は、単一の係数の場合と、潤辺毎に粗度係数が異なる合成粗度係数の両方に対応しています。合成粗度係数の場合は「合成n切替」ボタンを押して下さい。すると、入力欄に「N」が設定され、底辺と左右側壁それぞれに個別の粗度係数を設定することができるようになります。

	２） 製品一覧データについて
	画面内の「製品一覧表示」ボタンを押すと、下図のリストが表示され、リスト内に該当製品があれば、ダブルクリックで上記設定欄に各種値を簡単に設定することができます。
	またこの一覧表は、ユーザー側で自由に追加/編集が可能です。

	３） 粗度係数一覧について
	「粗度係数一覧」ボタンを押すと、下図のようなマニングの粗度係数の参考値が表示されます。この粗度係数は、「道路土工要綱(H21.06)」(日本道路協会)　P137　解表2-4に記載されている粗度係数です。
	表内の適用したい粗度係数があれば、それをダブルクリックすると、その「nの標準値」が入力欄に設定されます。なおこのデータについては編集はできません。


	５-５-２. 円形断面
	１） 概要
	下図は、円形断面の場合の入力画面です。この画面で、形状と粗度係数等を設定します。
	水深は、そのまま水深の値を入力する方法と、水深比(=水深/側壁高)で表記する方法の2種類があります。水深比の場合は、頭に－(マイナス)を付けて記入して下さい。

	２） 製品一覧データについて
	画面内の「製品一覧表示」ボタンを押すと、下図のリストが表示され、リスト内に該当製品があれば、ダブルクリックで上記設定欄に各種値を簡単に設定することができます。
	またこの一覧表は、ユーザー側で自由に編集可能です。

	３） 粗度係数一覧について
	「粗度係数一覧」ボタンを押すと、先の2.6.1.3)で示したマニングの粗度係数の参考値(「道路土工要綱(H21.06)」(日本道路協会)　P137　解表2-4)が表示されます。
	表内の適用したい粗度係数行を選択してダブルクリックすると、「nの標準値」が入力欄に設定されます。


	５-５-３. 任意形状断面
	１） 概要
	下図は、任意形断面の場合の入力画面です。この画面で、形状と粗度係数等を設定します。
	水深は、そのまま水深の値を入力する方法と、水深比(=水深/側壁高)で表記する方法の2種類があります。水深比の場合は、頭に－(マイナス)を付けて記入して下さい。
	また粗度係数は、単一の係数の場合と、各潤辺で粗度係数が異なる合成粗度係数の両方に対応しています。合成粗度係数の場合は「合成n切替」ボタンを押して下さい。すると、入力欄に「N」が設定され、各潤辺ごとに個別の粗度係数を設定することができるようになります。

	２） 粗度係数一覧について
	「参考n」ボタンを押すと、先の2.6.1.3)で示したマニングの粗度係数の参考値(「道路土工要綱(H21.06)」(日本道路協会)　P137　解表2-4)が表示されます。
	表内の適用したい粗度係数行を選択してダブルクリックすると、「nの標準値」が入力欄に設定されます。
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	形状は、XYの絶対座標(m)で入力して下さい。最大25点まで入力できます。もし変化点が25点より多い場合は、微小変化点を省くなどして、座標数を調整して頂ければと思います。
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	５） 座標読込み機能について
	座標設定のもう一つの方法は、XY座標値等をExcelファイルで作成→保存し、それをツール側で読込む方法です。座標リストは、下図の仕様で作成する必要があります。粗度係数のない、XY座標のみでも構いません。
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